
1992年平成4 年

12/5あだち広報
第983 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/ 企画部広報課　FAX3881- 6910

( 仮称) 高 齢 者 複 合 施 設

「六 月 」建設始まる
高齢者福祉の拠点として

区
で
は
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
寝
た
き
り
な
ど
で
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
の
施
設
と
し
て
、(
仮
称
)「
六
月
」の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

特
別
餐
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ほ
か
、ケ
ア
(
ウ
ス
(
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
气
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
i
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
i
を
併
設
し
た
総
合
的
な
も
の
で
、
区
の
高
齢
者
福
祉

の
拠
点
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
開
設
は
、
平
成
了
年
眷
の
予
定
で
す
。

区
内
で

5
番
目
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

特
別
蕷
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

原
則
と
し
て
、
6
5歳
以
上
の
片

時
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

な
ど
で
、
家
庭
に
お
い
て
適
切

な
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
、
生
活
全
般
に
わ
た
る

介
護
を
吁
い
ま
す
。

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
公
設
の
「
さ
の
へ
民
設
の
I

咀
立
新
生
薤
一
と
「
紫
磨
園

」

の
3
ヵ
所
が
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
ど
建
設
に
酋
L
し
た

(仮
称
匸
-
六
月
)
は
、
定
H
が

称
二
戸

に
次
ぐ
、区
内
5
冷
5
0

人

。
来
呑
開
設
予
定
の
(
仮

目
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
複
合
施
設
の
内
容

・

ケ
ア
ハ
ウ
ス

(
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
)
　

身
体
機
能
の
低
ド
や
高
齢
の

た
め
、
独
立
し
て

乍
活
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
人
で

、
家
族

に
よ
る
援
助
が
困
難
な
方
が
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
夊
援
し
ま
す
I

疋

図
は
8
0人
で
す
。

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー在

宅
の
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
支
援
す

る
た
め
、
日
常
生
活
指
導
や
機

能
訓
絞
、入
心
サ
ー
ビ
ス
。給
食

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
卜
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
の
寝
た
き
り
高

齢
者
な
ど
が
短
期
問
宿
泊
で
き

る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
に
い

ま
す
。

4
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

建
設
L
事
に
よ
り
、
近
隣
の

皆
様
に
は
ご
迷
思
を
か
け
ま
す

が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
乙
[
わ
せ
は
、
本
庁
力

手
脯
・
高
齢
化
社
会
対
策
罕
?

3
8
8
2

丁
1
1
1

㈹

へ
。

特別 養護老人ホーム位置図

▲ ( 仮称) 特別養護老人ホーム
「六月」・高齢者在宅サービ
スセンター模型図

施設の
概　要

所在地　六月一丁月551番2外
規模　地上1階、地上4階建て
延床面積　約8, 100。'

地域保健福祉に関するアンケート

社
会
福
祉
は
住
民
と

行
政
の
協
力
で
(
7
6
%
)

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

が
住
み
惘
れ
た
地
域
で
安
し

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
2
1

世
紀
へ
の
指
針
一
地
域
保
健

柵
祉
計
画
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
圃
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
の
で
、
卜
な
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

回
答
者

劣
性
7
7人
、
女
件

莇
人
(
2
0
～
　

6
0歳
代
一

内
訳

∵
消
費

者
団
体
、
胥

少
年
委
員
な

ど
・
:
1
5人

▽
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
　

係
者
:
3
5
人
一
区
政
モ
　

ニ
タ
ー
・
:
-
1
9
人

ゾ
「
子
台
て
講
犀
」
、
「
区
民
　

大
学
」
参
加
者
・
・
・
2
1
9
人

▽
青
年
会
議
所
・
i
-
2
4
人

4
社
会
福
祉
に
つ
い
て

8
3
%の
屶
が
関
心
を
も
っ

て
お
り

、巾
で
も
{
ひ
と
り
齊

ら
し
高
齢
者

」へ
の
関
心
が

最
も
高
く
、
5
2
%
で
し
た

。

社
会
福
祉
の
担
い
手
に
つ

い
て
、
「
片
民
と
行
政
の
協
句

で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

'

`
と
い
う
考
え
方
が
聚
も
多

く

、
7
6
%
で
し
た

。

・

高
齢
社
会
へ
の
考
え
方
　

胞
後
に
対
す
る
不
安
は

、

「
罔

気

」が
印
%

こ
ぼ
け
た

り

、寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
一

が
5
4
%
で

、
健
康
に
闃
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま

す

。と
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
・居
に

つ
い
て
は

、「
事
情
で
入
る
の

も
し
か
た
な
い
I
が
4
1
气

「
人
り
た
く
な
い
」
は
2
4
气

冢
亭
援
助
サ
ー
ビ
ス
は

、雁

け
た
い

」が
8
6
り
で
し
た

。

ま
た

、
近
く

に
介
護
を
必
要

と
す
る
家
族
が

い
た
場
合
、
羽

り
の
方

が
「
援

助
し
た
い

」と

考
え
て

い

ま

す
。

ゆ
ボ
ーフ
ン
テ
ィ

ア
活
動

・「
子
似
の
健

貨
育
成
にや

、-自

然
保
護
仙
郷

な
ど

、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
は
5
4
气

そ
の
際
、
区
に

期
待
す
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の

。倩
報
提
賤
や
活
動

紹
介

」、
「
気
軽
に
利
用
で
き

る
場
の
充
実

」
と
な
っ
て
い

ま
す

。

く
わ
し
く
は
、本
庁
告

羊

唾

・
高
齢
化
社
余
対
策
室

へ
。

関心のある分野( 複数回答)

平成4 年度上半期

財政状況を
公表します

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
政
状
況

の
公
表
を
毎
年
2
回
、6
月
と
1
2月
に
行
っ
て

い
ま
す
。今
回
は
、平
成
4
年
度
上
半
期
の
執
行

状
況
等
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図
表

は
、
平
成
4
年
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

平
成
4
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
綾
瀬
障
宙
福
祉
施
設
の
閧
設

▽
西
伊
興
庄
区
セ
ン
タ
ー
開
設

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場
遺
収

▽
柬
綾
瀬
公
園
プ
ー
ル
ーア
イ
ス
ス
ヶ
I
ト
塲
開
設

▽
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
設
立

▽
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
発
行

▽
義
務
敦
育
施
設
建
設
資
金
積
立
基
金
の
設
立

▽
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
(
空
き
缶
プ
レ
ス
機
・
保
　

管
&
庫
貸
し
出
し
、
集
団
回
収
団
体
助
回

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
れ
し
舎

千
住
)・
j
聆
渊

霓
3
8
8
2

イ
ー
ー
ー
㈹
へ
。

一
時
借
入
金

4
年
度
上
崋
期
(
4
月
1
日
～

9
月
3
0日
)
に
は
、
借
り
入
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平 成
4 年 度 各 会 計 予 算 執 行 状 況

区民1 人当たりの区民税負担額と区支出額 特別区 債の現在 高
区の晒設、 遠路、公閣など の人現囈な建設事業等には、一
眄的に多額の 財源が必要と なり ます。その財源補允のため
区か 軣期に わたっ て借り 入れた資金の状況です。
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本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
それぞれの電話番号( 緑色) へ。

届

出

戸
籍
交
付
手
数
料

が
変
わ
り
ま
す

戸
籍
手
数
料
令
の
改
定
に
よ

り
、
平
成
5
年
1
月
1
日
か
ら

戸
籍
交
付
手
数
料
が
1
通
当
た

り
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

i

新
手
数
料

戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

椢
円
　

除
籍
の
謄
本
・
抄
本
7
0
0
円
　

戸
籍
記
載
事
項
証
明

崩
円
　

除
籍
記
載
事
項
証
明
4
0
0
円
　

届
癆
の
受
理
証
明
癆
3
0
0
円
　

婚
姻
届
等
の
証
明
書
(
上
質
紙
)

千
3
0
0円

届
書
等
の
閲
覧
3
0
0

円

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

a
(
3
8
8
0
)
5
0
5
7

外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

外
国
人
登
録
制
度

が
変
わ
り
ま
す

平
成
5
年
1
月
8
日
か
ら
外

国
人
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。

・
変
更
に
な
る
こ
と

▽
永
住
者
・
特
別
永
住
者
の
方

に
つ
い
て
は
、
指
紋
押
な
つ

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

次
回
登
録
切
替
の
際
に
は
、

署
名
、
家
族
事
項
を
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す

▽
外
国
人
登
録
用
写
真
の
サ
イ

ズ
が
縦
4
・
5
『

横
3
・

5
作
に
変
わ
る
ほ
か
、
写
真

の
規
格
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
す

な
覗

切
り
替
え
対
象
の
方

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

外
国
人
登
録
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
0
6
6

住
ま
い

都市計画法・
建築基準法および
環境整備指導要綱の
一部改正説明会を
行います

平
成
4
年
6
月
に
都
市
計
画

法
お
よ
び
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
足
立
区
の
環
境
整
備

指
導
要
綱
も
一
部
改
正
を
行
い
2

月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
正
の
概
要
説
明

会
を
閧
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
1
5日
(
火
)
、午
後

6
時
～

場
所

本
庁
舎
宇
住
)
・
7
階

会
議
室

参
加
対
象
者

区
内
建
築
士
事

務
所
・
建
設
業
・
不
動
産
業

の
方
。
そ
の
他
特
に
希
望
す

る
方

問
合
せ
先

本
庁
煮
千
庄
)・

建
築
課

保
険
・
年
金

就
職
・
退
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
を

亜
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
方

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に

就
職
し
て
新
た
に
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
り
、
そ
の
扶

養
家
族
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
自
動
的
に
は
切
り

替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
や

め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い

。
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
勤
め
先
の
健
康
保
険
証
　

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
届
出
人
の
印
か
ん

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
、
そ

の
扶
養
家
族
の
方
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明

書
ま
た
は
退
職
証
明
書
、
離

譬
石
ど
、
や
め
た
月
日
が

確
認
で
き
る
も
の
)

▽
届
出
人
の
印
か
ん

▽
届
出
人
の
住
所

、
氏
名
が

確
認
で
き
る
も
の
(

運
転
免

許
証

、
公
共
料
金
の
領
収
書

な
ど

。
た
だ
し
、
代
理
人
の

場
合
は
不
要
)

▽
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
証

▽
7
0
歳
未
満
の
方
で

、
厚
生

年
金

、共
済
年
金
受
給
者
(
国

民
年
金
を
除
く
)
は

、年
金
証

書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書

※
届
出
大
が
代
理
人
(

本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
や

、
住
所
・
氏
名
が
確

認
で
き
な
い
と
き
は

、
保
険
証

は
後
日
郵
送
に
な
り
ま
す

。

い
ず
れ
も

、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課

、
ま
た
は
各
区
民
事
務

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係゙
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

税
金
・
保
険
料

の
納
付
は

口
座
振
替
で

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い

。

申
込
が
法

預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先

銀
行
・
信
用
金
盥
・

農
業
協
同
組
合
・
ろ
う
き
ん

等
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除

く
)
、区
役
所
担
当
課
、各
区

民
事
務
所

問
合
せ
先
▽
納
税
課
酋
(
3
　

8
8
0
)
5
1
0
1
▽
国
　

民
健
康
保
険
課
昔
(
3
8
8
　

0
)
5
1
3
3
▽
国
民
年
　

金
課
`
。(
3
8
8
0
)
5
1

6
1
(
い
ず
れ
も
中
央
本
町

庁
舎
)住所や支払先を

変更したときは
届け出を忘れずに

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
方

が
、
住
所
や
支
払
先
を
変
更
す

る
場
合
は
、「
年
金
受
給
者
住
所

・
支
払
機
関
変
更
届
」
の
(
ガ

キ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年

金
関
係
の
書
類
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
年
金
が
振
り
込
ま
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

届
出
用
紙
は
国
民
年
金
課
、

ま
た
は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。
必
要
箇
所
に
記
入
・
押

印
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書
と

印
か
ん
を
持
っ
て
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
給
付
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1
n

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
1
2
月
1
7・
1
8日
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
各
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3
階
会

議
室

対
象
昭
和
8
年
1
月
2
日
～
　

昭
和
8
年
2
月
1
日
生
ま
れ

の
方

寮
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

お
し
ら
せ

戦
没
者
の

遺
族
の
方
へ

厚
生
省
で
は
南
方
地
域
お
よ

び
旧
ソ
連
邦
地
域
等
に
お
い
て

慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま

す
。具

体
的
な
実
施
地
域
、
実
施

時
期
、
参
加
申
込
資
格
な
ど
、

く
わ
し
く
は
、
担
当
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

民
生
係仕

事
と

経

営

工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
現
在
で
工
業
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す

。
こ
の
調

査
は
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

、
そ
の

結
果
は
国
の
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
と
な
り
ま
す

。

亜
対
象
事
業
所

▽
従
業
者
が
4
人
以
上
の
製
造

業
に
属
す
る
事
業
所

▽
従
業
者
が
3
人
以
下
で
特
定

業
種
に
該
当
す
る
製
造
業
に

属
す
る
事
業
所

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
1
9一
月
中
旬
か
ら
1

月
中
旬

ま
で
の
閧
に
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

教

育

第
2
土
曜
日
の

児
童
館
行
事

1
2月
1
2日
(
第
2
土
曜
日
)

の
学
校
休
校
に
伴
い
、
次
の
児

童
館
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

会
場
・
内
容
等

表
1
の
と
お

りく
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

・
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9
、
住

区
施
設
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

へ
。

表1　 児童館の催し 物内容

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

や
、
高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学

す
る
た
め
の
入
学
金
等
、
お
困

り
の
方
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を

し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
、
大

学
入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進

学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る

保
護
者

▽
区
内
に
引
き
続

き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
平
成
3
年
中
の
年
収
が
限

度
額
以
下
で
あ
る
こ
と

○
給
与
所
得
者
…
支
払
い
給

与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下

○
事
業
所
得
者
・
:総
所
得
金

額
等
が
8
0
0万円
以
下

融
資
金
額
1
0
万
円
～
5
0万
円

(
1
万
円
単
位
、
入
学
手
続

時
に
最
低
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
額
お
よ
び
制
服
代
・

教
科
書
代
。
た
だ
し
、
授
業

料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

利
率

年
3
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校
で

そ
の
他
の
方
は
担
当
窓
口
で

交
付
し
ま
す

申
込
期
限
2

月
2
6日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
学
務
第
二
課
振
興

係訂
正
と
お
わ
び
1
1
月
1
5

日
号
2
面
「
平
成
4
年
度

以
降
の
農
地
課
税
方
法
の

変
更
」
の
1
8行
目
で
生
産

緑
地
の
指
定
を
受
け
た
と

あ
り
ま
す
が
、
受
け
な
か

っ
た
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

室
内
の
カ
ビ
と

結
露
の
撃
退
法

最
近
の
家
屋
は
、
気
密
性

が
高
く
、
保
温
性
に
優
れ
た

家
屋
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
水
分
が
、
室
内

に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
カ

ビ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
カ
ビ
は
、
台
所
や
洗

面
所
な
ど
酲
っ
た
場
所
が
好

き
で
す
。
ま
た
、
冬
期
は
、

外
気
が
冷
え
て
い
る
た
め

に
、
壁
が
結
露
し
て
、
カ
ビ

が
増
え
る
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。

・
カ
ビ
や
結
露
を
防
ぐ
に
は

▽
日
ご
ろ
、
室
内
の
換
気
に

注
意
し
、
ダ
ン
ス
な
ど
の

収
納
場
所
の
扉
を
、
時
々

開
け
て
空
気
を
入
れ
る

▽
壁
紙
を
選
ぶ
時
は

、
防
カ

ビ
処
理
を
し
た
も
の
を
選

ぶ

。
そ
の
際
、
下
地
に
も

十
分
注
意
す
る

▽
床
下
の
乾
燥
は
、
十
分
な

換
気
孔
を
設
け
る

。ま
た
、

防
湿
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
防

湿
シ
ー
ト
も
役
立
つ

▽
結
露
防
止
に
は
、
内
壁
に

断
熱
材
を
使
用
す
る

・

カ
ビ
や
結
露
が
発
生
し
た

ら▽
タ
イ
ル
の
目
地
に
生
え
た

カ
ビ
は
、
カ
ビ
取
り
用
洗

浄
剤
を
塗
布
し
て
、
数
分

後
に
、
十
分
に
水
洗
い
し

て
取
り
除
く

▽
衣
類
や
皮
革
製
品
の
カ
ビ

は
、
戸
外
で
、
ブ
ラ
シ
を

用
い
て
払
い
落
と
し
、
日

光
で
十
分
に
乾
燥
さ
せ
る

▽
ジ
ュ
ウ
タ
ン
に
生
え
た
カ

ビ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
液
を

使
用
し
て
ふ
き
取
る
。
ま

た
、
原
因
も
調
べ
る

▽
畳
に
カ
ビ
が
生
え
た
ら
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
布
に
浸
み

込
ま
せ
て

、
よ
く
ふ
き
取

る
▽
結
露
の
場
合
は
、
換
気
扇

と
反
対
側
の
窓
を
開
け

、

換
気
扇
を
ま
わ
す

。ま
た
、

除
湿
剤
や
除
湿
機
を
使
う

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
　
S
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7
　

各
環
境
衛
生
担
当
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募
集

平
成
5
年
入
園
の

保
育
園
児
募
集

平
成
5
年
4
月
に
、
保
育
園

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
1
日
よ
D
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
成

4
年
度
分
の
住
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
・

特
別
徴
収
税
額
通
知
書
ま
た

は
、
課
税
証
明
魯
)

▽
平

成
3
年
分
の
所
得
税
が
わ
か

る
も
の
(
な
お
、
平
成
4
年

所
呀
税
が
確
定
し
だ
い
、
平

成
4
年
分
の
も
の
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
ま
す
)

▽
平

成
4
年
度
固
定
資
産
税
を
証

明
す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
み
)

▽
印
か
ん

※
な
お
一
部
の
指
定
園
で
は
、

産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育
を

し
て
い
ま
す
。

平
成
5
年
度
よ
り
延
長
保
育

指
定
園
を
東
部
・
西
新
井
本
町

の
2
園
を
新
た
に
指
定
し
、
す

わ
ぎ
保
育
園
の
指
定
を
解
除
し

ま
す
。

※
本
年
中
の
入
園
に
つ
い
て
の

相
談
お
よ
び
申
請
は
、
随
時
、

各
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)
へ
。

表2

平
成
5
年
度

通
所
者
募
集

綾
瀬
福
祉
園
(
重
度
精
神
薄

弱
者
通
所
更
生
施
設
)
の
通
所

者
夲
募
集
し
ま
す
。

対
象
1
8
歳
以
上
で
重
度
の
精

神
薄
弱
者

内
容

通
所
に
よ
る
日
常
生
活

訓
練
指
導
お
よ
び
作
業
指
導

募
集
人
員
3
0

人

募
集
期
間
1
2
月
7
日
～
1
8
日

入
所
時
期
5

年
4
月
以
降

申
込
先

管
轄
の
福
祉
事
務
所

問
合
せ

先

各
福
祉

事
務
所

(
表
2
)

ま
だ

は
、本
庁
舎
(
千

住
)
・
障
害
福
祉
課

老
人
室
付
住
宅

の
入
居
者
募
集

区
で
は

、
区
営
住
宅
(

あ
き

冢
)

と
都
営
住
宅
(
新
築
)
地

元
割
当
分
の
老
人
室
付
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

。

申
込
資
格

▽
区
宮
住
宅
・
:
申

込
日
現
在
、1

年
以
上
区
内

に
居
住
し
て
い
る
方

▽
都
営
住
宅
・
:
申
込
日
現
在

区
内
に
居
住
し
て
い
る
方

琳
今
回
の
募
集
は

、
一
般
の
申

し
込
み
と
違
い
、
申
し
込
み
者

は
6
0歳
以
上
の
方

で
、5
人
以
上
の

世
帯
だ
け
を
対
象

と
し
た
老
人
靈
付

住
宅
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
資

格
の
あ
る
方
だ

け
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
住
宅

▽
区

営

住

宅
(

あ
き
冢
)
第
一

種
・・・
2
戸
へ竹

の
塚
六
丁
目
1

番
2

号
)
▽
都

宮
住
宅
(
新
築
)

第
一
種
・
:
1
戸

(
栗
原
一
丁
目
2
番
)

用
紙
交
付
・
受
付
期
間
1
2
月
　

1
5
日
～
2
2
日

※
1
2
月
1
日
～
8
日
の
東
京
都

公
募
に
応
募
し
て
も
、
こ
の
募

集
に
応
募
で
き
ま
す
。

用
紙
交
付
場
所

都
市
計
画
課

管
理
係
・
ま
ち
づ
く
り
公
社

・
各
区
民
事
務
所
・
北
千
庄

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
　

・
都
市
計
画
課
管
理
係

生
活

環

境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
。3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

駟一
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
管
分

室昔
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

a
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能地域

保

険

肥
満
解
消
講
座

ワ
ン
サ
イ
ズ
下
の

洋
服
を
着
た
い
方

衣
替
え
の
時
、
昨
年
ま
で
着

て
い
た

ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト

が
、
は
け
な
く
な
っ
て
ガ
ッ
カ

リ
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん

か

。
肥
満
解
消
へ
の
第
1
ス
テ

ッ
プ
と
し
て

、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い

。

日
時
1
2
月
1
4
日
(
月
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
の
方

跚
師

糸
氏
亨
氏
(
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
診
療
所
医
師
)
、渡
辺
育

代
氏
(

管
理
栄
餐
占

定
員
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

柬

和
保
健
相
談
所

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

みんなの健康
足n 保 ● 所t 13855- 4151

干 僅 保 ● 所t 13888- 4277
江 北 保 健 相 談 所r t 3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所f 13606- 4171
中 央 本

町 像 健 相 談 所f 13880- 5351
本疔皀( 干住)・保● 予防係a3882- 1111 ㈹

掲
示板

・
1
2月
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
3
期
分
の
納

期
で
す

4
月
に
送
付
し
た
納
付
書

で
、1
2月
2
8日
ま
で
に
、
お

近
く
の
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

お
答
え
す
る
東
京
国
税
局
の

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
地
方

税
関
係
の
コ
ー
ド
が
で
き
ま

し
た
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税

亊
務
所
、
豐
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

へ
。

・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

中
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産

を
、
火
災
等
の
災
害
か
ら
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
防
災
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
よ
う

▽
年
末
・
年
始
の
救
急
事
故

を
な
く
そ
う

八
東
京
消
防
庁
v

・
短
期
講
習
「
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
」
科

日
程
1

月
1
8日
～
2
月
1
9
　

日
、
午
後
6
時
I
9
時
1
0
　

分
(
1
2日
間
)

対
象

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

習
得
を
目
指
す
在
職
者

定
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
6

千
円

申
込
方
法

直
接
窓
口

申
込
期
間
1
2
月
7
日
～
H
　

日
、午
前
9
時
～
午
後
7
　

時
(
た
だ
し
、7
日
は
午

後
6
時
～
7
時
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
a
(
3
6
0
5
)
6
1

・
東
京
都
高
等
保
育
学
院
・

保
育
科
学
生
募
集

願
s
受
付
1
月
5
日
～
1
1

対
象

学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は

、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方

入
字
試
験

▽
筆
記
:
i

月

2
4日

▽
実
技
・
面
接
・・・

1
月
2
5日
～
2
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
保
育
学
院

登
(
3
8
　
8
5
)
4
7
0
1

・
都
立
港
工
業
高
校
定
時
制

補
欠
募
集

募
集
学
科

機
械
科
、
電
気

科
、
電
子
科

受
付
日
口
一
月
1
7
日
～
1
8
日

考
査
日
1
2
月
2
2日

く
わ
し
く
は
、定
時
制
事

務
室
(
午
後
2
時
～
8
時
)
昔

(
3
4
3
1
)
1
5
8
3
へ

・
国
連
・
障
害
者
の
1
0年
～

「
私
の
地
球
・
私
の
仲
間
」

絵
画
展
(
無
料
)

期
間
1
2
月
4
日
～
2
3日

場
所
・
問
合
せ
先
O

美
術

館
(
J
R
山
手
線
大
崎
駅

前
)
{
‘
(
3
4
9
5
)
4
0
　
4
0
-

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ワ
ク
ワ
ク
親
子
の
ス
キ
ー

教
室
1
2
月
2
6日
～
2
8日
/

奥
日
光
湯
元
ス
キ
ー
場
/
小

学
校
4
年
～
6
年
と
そ
の
観
/
4
0

人
/
大
人
3
万
円
、
小

人
2
万
5
千
円
/
全
員
貸
し

ス
キ
ー
利
用
/
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
荒
川

豐
(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

☆
第
3
回
「
子
育
て
教
室
」

ど
う
し
た
ら
い
い
の
フ
ァ
ミ

コ
ン
漬
け
の
子
ど
も
た
ち
1
2

月
1
4日
(
月
)
、午
前
1
0時

～
H
時
3
0分
/
五
反
野
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/

倫
理
研
究
所
中
村

公
(
3
8
8
9
)
8
6
0
9

=
募
集
=

☆
足
立
区
馬
術
連
盟
会
員

く
わ
し
く
は
(
ガ
キ
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
/
加
藤
雅

子

〒
1
2
0千住
仲
町
1
8
1
7

☆
足
立
演
劇
研
究
会

毎
週

月
、
木
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
I
9
時
3
0分
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/
発
声
等
基
礎
か
ら
行

い
ま
す
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
3
千
円
/

山
下

豐
(
3
8
9
7
)
3
0
9
0
(

午

後
6
時
以
降
)

☆
合
唱
サ
ー
ク
ル
(
鹿
浜
う

た
う
会
)

毎
週
木
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
鹿
浜
セ

ン
タ
ー
・
北
鹿
浜
小
学
校
/

混
声
合
唱
を
楽
し
み
た
い
方
/
4

千
円
(
半
年
分
)
堅
谷

き
(
3
8
5
5
)
2
2
5
0

お
い
し
く
安
全
に

年
末
年
始
の
食
品
の

上
手
な
取
り
扱
い

冬
の
味
覚
、
力
牛
は
…

カ
キ
の
お
い
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
酢
ガ
キ
等
で

生
食
す
る
時
に
は
、「
生
食

用
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
も

の
を
。
ま
た
、
生
食
は
購
入

当
日
だ
け
に
し
、
翌
日
以
降

は
必
ず
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

加
工
食
品
の
賞
味
期
間
と
食

べ
ら
れ
る
期
間
の
差
…

「
賞
味
期
間
」
と
は
、
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
間
を

言
い
、「
食
べ
ら
れ
る
期
間
」

よ
り
は
短
く
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
対
象
食

品
の
ほ
と
ん
ど
が
、
未
開
封

で
あ
れ
ば
賞
味
期
間
を
過
ぎ

て
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
い
し
く
安
全

に
食
べ
る
に
は
、
正
し
く
保

存
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

冷
蔵
庫
内
は
整
理
し
て
、
す

き
ま
を
十
分
に
つ
く
り
、
温

度
計
を
入
れ
て
管
理
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
　

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
　
1

、千
庄
保
健
所

昔
(
3
　
8
8
8
)
4
2
7
7

い

ず
れ
も
食
品
衛
生
廻
当

表4　 賞 味期間と 実際に食べら れる期間の差

ご存知ですか

足立作業訓練所

皆
さ
ん
、ご
存
知
で
す
か

。

足
立
保
健
所
に
は
全
国
的
に

も
大
変
め
ず
ら
し
く

、
ま
た

都
内
で
も
唯
一
の
精
神
障
害

者
の
た
め
の
公
立
作
業
所
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
足
立
作
業
訓
練

所
で
す
。
現
在
2
0

人
の
方
が
訓
練
に

は
げ
ん
で
い
ま

す
。
訓
練
は
月
曜

か
ら
金
曜
の
毎
日

で
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
3
0分

ま
で
(
火
曜
日
は

半
日
)
足
立
保
健

所
分
室
で
行
わ
れ
て
い
ま

す

。洗
濯
バ
サ
ミ
づ
く
り
や

、

プ
ラ
モ
デ
ル
の
部
品
袋
づ
め

な
ど
の
軽
作
業
に
よ
る
作
業

訓
練
の
他
に
、
宿
泊
訓
練
、

(
イ
キ
ン
グ
、料
理
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
社

会
経
験
、
社
会
参
加
の
拡
大

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
し

て
、
社
会
復
帰
へ
向

け
て
の
心
構
え
や
体

力
な
ど
を
自
分
の
ペ

ー
ス
で
少
し
ず
つ
築

い
て
い
け
る
よ
う
、

専
門
の
職
員
が
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
各
保
健

所
、
保
健
相
談
所
の

地
区
担
当
保
健
婦
と

密
接
な
連
携
を
と

り
、
訓
練
効
果
の
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
作

業
訓
練
所

登
(
3
8
8
　
3
)
7
1
7
7
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東 部・西 部 障害 福 祉総 合 セ ンタ ー

平成5 年度新規通所者
募集し

ま す
内容・申込方法等

障
害
者
と
陶
芸
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

講
師
を
招
い
て
陶
芸
教
室
を

行
い
ま
す
。
基
礎
か
ら
作
品

づ
く
り
ま
で
、
障
害
を
持
つ

方
と
交
流
し
な
が
ら
、
陶
芸

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

左
上
表
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

陶芸教室日程・申込方法等

図
書
館
の

臨
時
休
館

佐
野
・
江
北
・
伊
興
図
書

館
と
、
宮
城
・
新
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館
は
、
館
内
殺

虫
消
毒
作
業
等
の
た
め
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

期
間
1
2
月
1
3・
1
4日

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
他
の
図
書
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 4年11月1日現在)
世　　 帯　　　255, 511
人　　 口　　　　646, 615 人
男　　　　　328, 841 人
女　　　　　317, 774 人

' 93あだち情報化フォーラム
見て・聞いて・感じる情報化社会

21世紀は情報化の時代といわれ
ています。 ハイビジョンをはじめ
次世代の映像ニ ューメディアも、
その主役の一つです。
そこで、情報化社会へ向けた第2
回目の講演会等を閧催し ます。

今年のテ ーマは、CATV とニ ュ
ーメディア。今後の生活情報提供
の中核となるものですので、お誘
いあわせのうえ 、ご来場ください。
なお、先着10〔〕人の方に、記念品

を差し上げます。

日時12月12日( 土) 、午後1時30　
分～4時30分

場所 北千住ルミネ7 階WI Z サ
ロン

内容CATV ・Q&A 、ニ ュー
メディアフェア、デモンストレ
ーションなど

講師 高橋洋文氏( 〔株〕哢報通信
総合 研究所 取締役 特別研 究室
長)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・CI 情
報政策室03882 ―1111㈹

女と男のフリースペ ース

青い 鳥 の 冒 険
1974年に結成され

た女性ばかりの劇団
「青い鳥」。明るい笑
いと郷愁を誘いなが
ら、自分探しや家族
問題を観客に問いか
けてきました。現在
はCM にも出演し て
いる 「青い鳥」の活

勣とその背景などを、中心メンバ
ーである女優の芹川藍さんをゲス
トにお聞きします。
コ ーヒ ーブレ イクあ りの2 時

間。男性の方も大歓迎です。
日時12月17日( 木) 、午後6時30　
分～8時30分

費用 無料
申込方法 電 話または直接窓口
場所・申込・問合せ先 女性総合
センターS3880 ―5222

綾瀬新橋の
大 型 車 両 通 行 止 め

のお知らせ
12月10日から約2 年間、 補修工

事のため、総重量8t 以上の車両
通行止めを行います。
問合せ先 東部工事事務所

03602 ―8833

ひとりひとりの愛の手で
共に明るいお正月

歳末たすけあい募金のお願い

12 月1 日 ～25 日

募金目標額1, 20 【】万円
主催 東京都共同募金会
募金の窓口・問合せ先 足立区杠
会福祉協議会

U3888 ―1550

手 づ く り の し め 飾 り で 新 年 を 迎 え よ う

郷土博物館「わら細工づくり教室」
郷土博物館では、毎年恒例の「わ
ら細工づくり教室」を閧催します。
お 正月をまえに、自分の手でしめ
飾りをあんで みませんか。
日時12月20日( 日) 、午後2時～　
4 時

対象 小学3 年生以上
定員20 人( 抽 選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢を明 記( 必ず1 人1 枚)

申込期限12 月10日必着
場所・申込・問合せ先 郷土 博物
館 〒120大谷田5 ―20―1

S3620 ―9393

青 年セ ンタ ーの 催 し
映像 で見る 世界

第19 回/ 飢え るっ て
わ か り ま す か

私たちの日常は、あり余るほど
の食べ物に囲まれています。しか
し、世界を 見れば食べるものもな
く、飢餓に苦し んでいる国も多く
あります。 今回は、飢餓で苦しむ
中南米を描 いた映 像を上映し ま
す。
日時12月16日( 水) 、午後7時～　
8 時

内容 極貧のアンデスから、飛ベ
アンデスの子よ、となり人の叫
び( 日本国際飢餓対策機構提供
のビデオテープ)

子育てを応援します
12月の子育てサロン

子育てについて、若いお母さん
同士の自由なおし ゃべりのサロン
です。

日時12月16日( 水) 、午前1( 猗～　
正午

子育て通信ラ ッコづくり

子育ての体験や必要な情報を素
材にして 新聞づくり をし ていま
す。どなたでも参加できます。
日時12月18日( 金) 、午前10時～　
正午
- いずれも一

費用 無料
申 込方法 当日直接会場
※ 子育てサロンとラッコづくりで
は、お子さんの保育を行います。
お問い合わせください。
場所・申込・問合せ先 青年セン
タ ー03890 ―0061

プラ ネタリ ウム/ 冬の投映

星を見つめる人々
アジアの天文学

全天88星座の名前は。ギリシ ヤ
神話や動物などからつけられてい
ます。しかし 、星を見上げていた
のは西 洋の人 々だけで はない は
ず。 アジアでも、遠い昔から星の
観酲をしていました。
日本独自の星の名前を、中国の

星座や北斗七星の話と一緒にご 紹
介します。
日時E> 毎週 木曜日( 2 月H 日は
休み) … 午後7 時 じ>毎月第1　
・3 ・5 土曜日・・・午後1 時、午
後2 時30分、午後4 時の3 回

定員172 人( 各回先軈j l励
費用>15 歳以下‥・無料[ >16 歳
以上・・・100円

場所・問 合せ先 教育センタ ー
038508801

第
2
2
回冬

花
展
示
会
区内の花き農業 者が、促成栽培

した、晩秋から初冬に咲くフリー
ジア。ユリ、葉ボタン等の花を展
示します。
日時し>12月16日…午後1時～5　
時に>12月17・18日…午前9時　～
午後5 時

場所 中央本町庁舎1 階ロビー
※ 12月16日( 水) 、午後1 時から先
着I CX0人に切花を差し上げます。
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

S3880 ―5118

12月の安売りデー
青果物12 月16日( 水) ‥・黄緑の
ノボリのある店
魚12 月18H( 金) ‥・青いノボリ

のある店
主催[ > 東京都青果物商業協同組
合千住・西新井・綾瀬支部 〉
関東水産物商業協同組合西新井
・千住支部
後援 足立区RECYCLEPAPER

―森林資源を大切に―

Se. S. 240, 000


